






















































































指している。平成 25 年 4 月より実際に稼働したので、現在の運用
と課題について報告する。
【運用】平成 26 年 4 月現在、このシステムは電子カルテを導入して
いる地域中核病院 3 施設の医療情報を 46 施設が閲覧している。今




高セキュリティメールによる患者情報 ( 文書・画像等 ) の添付と受
送信ができるようになっている。稼働後１年間で約 2,100 件を超え
る登録患者数になった。
【課題】１．救急現場における病院間の利用を推進する。２．病病
連携を推進し、当院で欠損する診療科を補完するコンサルト機能と
しての利用を図る。３．登録患者の増加を図り在宅医療での利用を
拡大する。４．閲覧参加医療機関を拡大する。
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【はじめに】感染症がグローバル化，ボーダレス化している現在、
地域における感染症対策の推進，連携が求められている。当地域で
はこれまで、医師会，行政をはじめ地域の関係機関と連携し、感染
症対策を推進してきた。その取り組みについて以下に報告する。【方
法】　2008 年度より、医師会，行政等関係機関が連携し、備北地域
感染症専門部会を設置、研修会の開催，感染症情報の提供等を行っ
てきた。中でも庄原市においては、市民の生命，生活を守ることを
目的に、消防，警察，ライフライン関連会社，食品関連会社等と連
携し、高病原性の新型インフルエンザを想定した実地訓練を複数回
行った。2012 年には、新たに備北庄原感染管理地域ネットワーク
事業を立ち上げ、市，教育委員会，医師会と連携し、教育機関，保
育施設の症候性サーベイランスを実施，データの共有を行った。さ
らに庄原市内の医療施設，介護施設との連携を密にし、コンサル
テーション，研修会等を行うと共に、各機関に対し感染症情報やポ
スター，パンフレット等の提供を行った。
【結果・考察】　関係機関と密に連携することで、地域における感染
症対策を推進することができた。中でも、症候性サーベイランスの
データ，感染症情報を共有したことは、感染症の早期診断，早期治
療ならびに早期対応に有用であった。また、連携の対象を身近に設
定し，各対象に合わせてアプローチすることで、これまで十分に関
われていなかった施設と連携が図れ、地域の連携をさらに強化する
ことができたと考える。
【結語】　地域における感染症対策の推進，連携は非常に重要である。
今後は、各関係機関との協力，連携を通して、地域における感染症
対策を更に推進していけるよう尽力していきたい。
